
令和３年度

大 利 根 用 水 国 営 施 設 機 能 保 全 事 業
西 幹 線 用 水 路 改 修 そ の ４ 工 事

（第１回変更）

関東農政局　利根川水系土地改良調査管理事務所

特　別　仕　様　書



第１章　総則 変更なきにつき省略

第２章　工事内容
１．目的 変更なきにつき省略

２．工事場所 変更なきにつき省略

３．工事概要

　　　　　　（ Ｌ＝5,814.628ｍ）
西幹線用水路　 Ｌ＝5,732.558ｍ

1)開水路補修工
　　　　　（Ｌ＝　〃　 ｍ（施工始点    〃　　　～施工終点　　〃　　　））
４号開渠　　Ｌ＝198.000ｍ（施工始点No.40+12.180～施工終点No.50+10.180）

　　　　　　（Ｌ＝45.000ｍ）
土砂撤去区間　Ｌ＝27.000ｍ

　　　　　（Ｌ＝ 89.750ｍ（施工始点No.311+11.390～施工終点No.316））
７号開渠　　Ｌ＝156.000ｍ（施工始点No.308+ 4.000～施工終点No.316）

　　　　　　　（　Ｌ＝9.000ｍ） 　　　　　　（Ｌ＝35.430ｍ）
うち補修対象区間　Ｌ＝18.000ｍ 土砂撤去区間　Ｌ＝44.750ｍ

　　　　　（Ｌ＝　〃　 ｍ（施工始点　〃  ～施工終点　〃　））
９号開渠　　Ｌ＝500.390ｍ（施工始点No.439～施工終点No.464）

　　　　　　　　　（　　〃　　） 　　　　　　　（　　〃　　）
うち補修対象区間　Ｌ＝156.000ｍ 土砂撤去区間　Ｌ＝48.460ｍ

　　　　　　（Ｌ＝　－　 ｍ（施工始点　　－　　 　～施工終点　　－　　 　））
１０号開渠　　Ｌ＝111.640ｍ（施工始点No.553+19.350～施工終点No.559+10.990）

　　　　　　　　（Ｌ＝　－　ｍ） 　　　　　　（Ｌ＝　－　ｍ）
うち補修対象区間　Ｌ＝12.640ｍ 土砂撤去区間　Ｌ＝17.770ｍ

　　　　　（Ｌ＝（　 〃　ｍ（施工始点No.439～施工終点No.464））
１１号開渠　Ｌ＝3,570.730ｍ（施工始点No.567+7.000～施工終点No.746）

　　　　　　　　（Ｌ＝1,300.330ｍ） 　　　　　　（Ｌ＝54.000ｍ）
うち補修対象区間　Ｌ＝1,399.330ｍ 土砂撤去区間　Ｌ＝50.400ｍ

（〃）
① 断面修復工 １式

（〃）
② ひび割れ補修工 １式

2)水路トンネル・暗渠補修工

諸徳寺トンネル　Ｌ＝443.828ｍ（施工始点No.231+8.206～No.254+3.000）
　　　　　　　　（Ｌ＝　〃　ｍ） 　　　　　　（Ｌ＝　〃　ｍ）
うち補修対象区間　Ｌ＝72.000ｍ 土砂撤去区間　Ｌ＝47.470ｍ

清和トンネル　　Ｌ＝175.040ｍ（施工始点No.260+4.500～施工終点No.269）
　　　　　　　　（Ｌ＝　〃　ｍ） 　　　　　　（Ｌ＝　〃　ｍ）
うち補修対象区間　Ｌ＝43.640ｍ 土砂撤去区間　Ｌ＝18.340ｍ

長熊トンネル　　Ｌ＝193.740ｍ（施工始点No.429+6.500～施工終点No.439）
　　　　　　　　（Ｌ＝　〃　ｍ）
うち補修対象区間　Ｌ＝33.540ｍ

　　　　　　　（Ｌ＝259.960ｍ）
鏑木暗渠　　　　Ｌ＝0.000ｍ（施工始点No.521+2.000～施工終点No.534+2.560）

　　　　　　（Ｌ＝15.000ｍ）
土砂撤去区間　Ｌ＝0.000ｍ

丈山トンネル　　Ｌ＝383.190ｍ（施工始点No.534+2.560～施工終点No.553+19.350）

（2）内訳

　本工事の概要は次のとおりである。
（1）施工延長

　　　　　　　（Ｌ＝　〃　 ｍ（施工始点 　〃　　　 ～施工終点No.　〃　　  ））　

　　　　　　　（Ｌ＝　〃　 ｍ（施工始点 　〃　　　 ～施工終点No.　〃　　  ））　

　　　　　　　（Ｌ＝　〃　 ｍ（施工始点 　〃　　　 ～施工終点No.　〃　　  ））　

　　　　　　　（Ｌ＝　〃　 ｍ（施工始点 　〃　　　 ～施工終点No.　〃　　  ））　
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　　　　　　　　（Ｌ＝　〃　ｍ） 　　　　　　（Ｌ＝9.000ｍ）
うち補修対象区間　Ｌ＝50.450ｍ 土砂撤去区間　Ｌ＝0.000ｍ

（〃）
① 目地補修工 １式

（〃）
② 断面修復工 １式

（〃）
③ ひび割れ補修工 １式

3)付帯工
（〃）

４号開渠道路整備工 １式
（〃）

4)仮設工 １式

４．工事数量

第３章　施工条件
１．工程制限

２．工事期間中の休業日 変更なきにつき省略

第４章　現場条件 変更なきにつき省略

第５章　指定仮設
１．工事用道路等 変更なきにつき省略

２．建設発生土受入地

３．照明設備工 変更なきにつき省略

４．換気設備工 変更なきにつき省略

５．仮締切工 変更なきにつき省略

６．水替工

西幹線用水路 11号開渠

　別紙「工事数量表」のとおりである。

　仮締切工内における排水量は、滞水として下表の通りに想定している。また、高圧洗浄工を行う
場合の排水量などの水替え工が必要な場合には、監督職員と協議するものとする。

区間名 排水量 備考

　建設発生土受入地は、千葉県銚子市新町1118他とする。現地にて放土したのち整地すること。
　なお、搬出前に土質試験を実施し、結果を監督職員に提出するものとする。

西幹線用水路 諸徳寺トンネル 48ｍ3

西幹線用水路 清和トンネル 96ｍ3

西幹線用水路 ９号開渠 48ｍ3

西幹線用水路 10号開渠

48ｍ3

48ｍ3

2,880ｍ3

西幹線用水路 丈山トンネル

　水路内の補修工等は令和4年3月7日までに完成させなければならない。

48ｍ3西幹線用水路 ４号開渠

西幹線用水路 ７号開渠 48ｍ3

西幹線用水路 長熊トンネル 48ｍ3
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７．養生工 変更なきにつき省略

第６章　工事用電力 変更なきにつき省略

第７章　工事用材料 変更なきにつき省略

第８章　施工
１．一般事項 変更なきにつき省略

２．建設資材廃棄物等の搬出

３.特別管理産業廃棄物処理工

４．特定建設資材の分別解体等 変更なきにつき省略

５．補修工 変更なきにつき省略

６．ウィープホール工 変更なきにつき省略

７．試験施工 変更なきにつき省略

８．４号開渠道路整備工 変更なきにつき省略

９．不陸地運搬車 変更なきにつき省略

10．施工工区 変更なきにつき省略

第９章　施工管理 変更なきにつき省略

第１０章　天災その他不可抗力 変更なきにつき省略

　本工事の施工に伴い発生する建設資材廃棄物等を本現場内で利用することが困難な場合は、次に
示す処理施設へ搬出するものとするが、これにより難い場合は、監督職員と協議するものとする。

建設資材廃棄物 処理施設名 住所 受入時間 事業区分

コンクリート塊
（無筋）

阿部建設(株)干潟
リサイクル工場

千葉県旭市清和乙
662

7:30～17:00 再資源化施設業者

廃木材 株式会社　宮本園 千葉県香取郡多古
町十余三286番地
の１

8:00～17:30 再資源化施設業者

アスベスト含有材
吹付塗装材

株式会社　山一商
事

千葉県成田市芝字
椎ノ木2058番1他

8:00～17:00 産業廃棄物最終処
分場（安定型）

　本工事で発生する特別管理産業廃棄物は次に示す処理施設へ搬出するものとするが、これにより
難い場合は、監督職員と協議するものとする。

建設資材廃棄物 処理施設名 住所 受入時間 事業区分
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第１１章　条件変更の補足説明 変更なきにつき省略

第１２章　設計変更等の業務 変更なきにつき省略

第１３章　その他 変更なきにつき省略

第１４章　施工箇所が点在する工事の適用 変更なきにつき省略

第１５章　定めなき事項 変更なきにつき省略
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